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人のうこき（諜繕撃）
人　　口　10，529人　（＋26）

男　　　　5，052　　（＋17）

女　　　　5，477　　（＋9）

世帯数　　2，942　戸　（＋6）

（）内は前月　比

9月のこよみ

国書

一
　
日
　
　
防
災
の
日

十
五
日
　
　
敬
老
の
日

二
十
日
　
　
十
五
夜

二
十
四
日
　
秋
分
の
日

九
月
の
謡
傭
用
語

初
秋
・
新
秋
・
秋
色
・
野
分
・
時
雨

単
秋
・
新
涼
・
秋
気
・
涼
風
・
浦
涼

秋
の
夜
は
長
く
・
台
風
一
過
し
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三宅＝10月1日は国勢調査三雲寿

日　　本　　の　　人　　口

ト我が国の人口推移

（大正9年の第1回調査に比し、ほぼ僻増した。）

人口密度
147人

191

226

（注）
281

万人

大正　9　年　　　　5．596

昭和15年　　　　7，311

25年　　　　8，411

45年　　　10，467

（注）沖縄県を除いた結果

最近1年間（昭和倣年）の出生と死亡

出生数：209万人

死亡数：71万人

差し引き自然増加は138万人

ト世界（こおける位電

膿響能鉄呈効詩蕊聖こ）
万人　　人口密度

386，000　　　　28人

81，428　　　　85

57．422　　　175

24．975　　　11

21，040　　　　22

12．460　　　　84

10，835　　　291

10．171　　　12

世　界　人　口

中　　　　国

イ　　ン　　ド

ソ　ピ　ェ　ト

ア　メ　リ　カ

インドネシア

日　　　　本

ブ　ラ　ジ　ル

（1973年、年央推計）－国運「人口統計年鑑」

1973年版

外出　は、と　な　り　の家　に一声かけて

国
勢
調
査
の

お
知
ら
せ

本
年
は
、
5
年
毎
に
実
施
さ
れ
て
い

る
国
勢
調
査
の
年
で
、
1
0
月
l
日
付
で

調
査
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ
い
て

行
な
わ
れ
る
国
の
最
も
基
本
的
な
統
計

調
査
で
、
全
国
・
都
道
府
県
・
市
区
町

村
の
人
口
や
世
帯
数
ば
か
り
で
な
く
、

人
口
の
構
成
や
世
話
の
構
成
を
明
ら
か

に
し
て
、
国
の
政
治
や
行
政
は
も
ち
ろ

ん
、
都
道
府
県
や
市
区
町
村
の
地
域
社

会
に
宙
緒
す
る
行
政
に
役
立
つ
資
料
を

得
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

国
勢
調
査
の
績
某
は
、
た
と
え
ば
次

の
よ
う
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

1
各
稲
の
法
律
で
、
国
勢
調
査
の
結
果

得
ら
れ
た
都
道
府
県
・
市
区
町
村
別
の

人
口
や
世
帯
数
を
用
い
ろ
こ
と
が
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
例
を
示
す

と
次
の
と
お
り
で
す
。

用
地
方
交
付
説
法
∵
‥
∴
地
方
交
付
税

の
算
定
基
準
と
し
て

㈲
地
方
自
治
法
・
…
・
都
道
府
県
議
会

及
び
市
町
村
議
会
の
議
員
の
定
数

の
決
定
に
。
市
の
設
置
要
件
と
し

て。
㈲
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
…
…

過
疎
地
の
指
定
に

2
国
勢
調
査
に
よ
っ
て
、
男
女
別
・
年

齢
別
・
配
偶
関
係
別
・
産
業
別
・
職
業

別
な
ど
の
人
口
や
、
核
家
族
そ
の
他
の

地
帯
に
関
す
る
資
料
、
市
区
町
村
よ
り

小
さ
い
地
域
に
関
す
る
資
料
な
ど
が
作

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
社
会
福
祉
対

策
・
労
働
力
藷
給
計
画
・
各
種
の
地
域

計
画
な
ど
国
や
都
道
府
県
、
市
区
町
村

の
行
政
上
の
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る

ほ
か
、
民
間
の
会
社
や
各
種
の
研
究
機

関
な
ど
で
も
、
広
く
利
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

3
ま
た
、
最
近
、
我
が
国
で
は
、

㈹
国
土
や
資
源
に
関
連
し
て
総
人
口

の
動
向

㈲
人
口
の
大
都
市
集
中
に
伴
う
過
密

過
疎
な
ど
人
口
の
地
域
分
布
の
問

題
㈲
人
口
の
老
齢
化
や
核
家
族
化
に
伴

う
各
額
の
社
会
・
福
祉
に
関
す
る

問題。

な
ど
が
論
議
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
問
題
を
考
え
る
に
当
っ
て
も
現
在

の
人
口
の
状
況
を
正
確
に
把
握
す
る
こ

と
が
、
き
わ
め
て
重
要
な
課
題
と
な
り

ま
す
。今

回
の
国
勢
調
査
で
は
、
こ
の
よ
う

な
人
口
の
状
況
を
で
き
ろ
だ
け
早
く
、

し
か
も
正
確
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

世
辞
で
記
入
し
て
い
た
だ
く
調
査
票

を
、
直
接
「
光
学
式
読
取
装
置
」
と
い

う
機
械
に
か
け
、
大
型
の
種
子
計
算
機

に
よ
り
集
計
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す。
集
計
結
果
の
う
ち
、
都
道
府
県
や
市

区
町
村
別
の
詳
し
い
統
計
は
、
明
年
蕃

ご
ろ
か
ら
逐
次
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

※
調
査
の
期
日
と
日
程

9
月
約
日
過
頃
か
ら
、
調
査
貝
が
各
家

庭
に
調
査
表
を
配
布
し
て
回
り
ま
す
。

調
査
表
に
は
1
0
月
1
日
現
在
に
お
け
る

状
態
を
御
記
入
下
さ
い
。
御
記
入
の
済

み
ま
し
た
調
査
表
は
、
1
0
月
1
日
～
1
0

月
5
日
ま
で
に
認
否
貝
が
検
収
に
ま
い

り
ま
す
ま
で
折
っ
た
り
汚
し
た
り
し
な

い
よ
う
に
保
管
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

な
お
調
査
表
に
御
記
入
の
際
不
明
な
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
検
収
の
時
調
査
員

に
お
尋
ね
に
な
る
か
、
又
は
役
場
庶
務

課
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

※
今
回
の
国
勢
田
蓋
で
申
告
さ
れ
た
個

人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
記
入

も
れ
の
な
い
よ
う
御
記
入
下
さ
い
。

▼
▼
国
勢
調
査
懸
賞
募
集
▲
▲

問
題
　
国
勢
調
査
に
よ
る
福
岡
県
の
人

口
は
何
人
で
し
ょ
う
か
。

官
製
は
が
き
に
福
岡
県
の
予
想
人
口
と

住
所
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
福
岡
市
中

央
区
天
神
一
の
一
・
福
岡
県
調
査
統
計

課
国
籍
調
査
実
施
本
部
ま
で
。

〆
切
　
1
0
月
1
0
日
（
当
日
消
印
有
効
）
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見舞金額

災害の程度1人院日数 ��金　額 

等 級 �死　　　　亡 � �万円 60 

喜 級 �不具廃疾i ��30 

等 級 � ��12 10 

8 

7 

6 5 4 3 ‾「蔽「 

四 等 級 � ��6 二二亘亘二 ＿＿を亘」 3 2．5 2 

五 等 級 �藩藤「葦藷≡ ��亡二重亘二 2 ‾‾「モー 

六 等 級 �畿鵜裏町一誌嘉旦－ ��＿＿1二L l 

※入院しない場合は各等級の最低額です。
※1、2等級は尊敬が直接の原因で365日以内に死亡し、又
は不具廃疾（労災の2等級相当）になられたときに支払いま
す。
（見舞金を支払わない場合）

（1）契約者の故意または重大な過失による事故
（2）無免許運転（承知の同乗者を含む）による尊敬
（3）飲酒運転（承知の同乗者を含む）による諒故
（4）地籍その他異常の天災による尊敬
（5）自動車教習所や工場内など一般の交通のために開放されて

いない場所での事故

必着．！／シ　ート　ベルト　と　ヘ　ル　メ　ッ　ト

交
通
災
害
共
済
の
切
替
と

見
舞
金
・
共
済
期
間
の
改
正

待
望
の
町
中
央
公
民
館
が
完
成
の
運
び

－
　
九
月
一
一
十
三
日
に
落
成
式
　
－

つ
　
い
　
て
　
の
　
お
知
ら
　
せ

い
ま
ま
で
の
共
済
期
間
は
加
入
申
込

を
し
た
日
の
翌
日
か
ら
一
年
間
で
あ
っ

た
た
め
、
三
年
後
の
期
間
満
了
日
を
忘

れ
が
ち
で
、
加
入
更
新
手
続
き
の
も
れ

が
め
だ
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
後
は
共
済
期
間
を
毎
年

1
0
月
1
日
か
ら
翌
年
9
月
3
0
日
ま
で
と

し
、
共
済
期
間
の
中
途
で
加
入
し
て

も
、
そ
の
日
以
後
初
め
て
到
来
す
る
9

月
0
0
日
が
期
間
満
了
日
と
な
る
よ
う
に

改
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
共
済
掛
金
も

年
額
三
六
〇
円
と
し
、
中
途
で
加
入
す

る
人
は
月
額
三
十
円
の
月
割
で
納
め
て

い
た
だ
き
、
見
舞
金
も
最
高
六
十
万
円

よ
り
最
低
一
万
円
ま
で
と
改
正
さ
れ
ま

す。
な
お
、
5
0
年
9
月
3
0
日
以
鰍
に
申
込

み
を
さ
れ
ろ
方
は
、
現
行
の
共
済
掛
金

で
申
し
込
み
が
で
き
、
5
0
年
的
月
l
日

以
降
の
球
技
に
つ
い
て
は
改
正
後
の
新

し
い
見
舞
金
韻
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
加
入
の
申
込
先

継
続
し
て
加
入
さ
れ
る
方
、
新
し

く
加
入
さ
れ
ろ
方
は
区
長
さ
ん
を

通
じ
て
お
申
込
下
さ
い
。

中
途
か
ら
加
入
さ
れ
る
方
は
、
役

場
庶
務
課
ま
で
お
い
で
下
さ
い
。

※
な
お
交
通
共
済
に
つ
い
て
の
詳
細
は

広
報
と
い
っ
し
ょ
に
配
布
さ
れ
ま
す

チ
ラ
シ
を
御
参
照
下
さ
い
。

待
望
久
し
か
っ
た
遠
賀
町
中
央
公
民

館
が
愈
々
完
成
の
運
び
と
な
り
ま
し
た

着
工
後
八
ケ
月
を
容
し
、
総
工
奉
賀

三
億
四
千
万
円
、
建
物
、
施
設
、
共
に

教
育
文
化
の
セ
ン
タ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
で
、
今
後
町
民
の
み
な
さ
ん
に
大

い
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
わ
け
で
あ
り

ま
す
が
、
開
館
に
先
立
ち
、
九
月
二
十

三
日
に
落
成
式
を
行
い
、
引
範
き
二
十

三
日
か
ら
九
月
二
十
五
日
ま
で
、
書
画

展
覧
会
、
九
月
二
十
五
日
に
は
大
ホ
ー

ル
で
新
制
作
座
の
「
人
間
万
才
」
の
公

演
な
ど
多
彩
な
記
念
行
事
に
よ
っ
て
、

開
設
の
韓
が
朗
ら
か
れ
ま
す
。

こ
け
ら
落
し
に

新
制
作
座
「
人
間
万
才
」
の
公
演

真
山
美
保
作
「
人
間
万
才
」
は
全
国

二
千
回
に
及
ぶ
公
演
数
を
持
ち
、
九
州

巡
業
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
、
遠
賀
町
中

央
公
民
館
の
初
舞
台
に
登
場
す
る
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
、
各
地
で
好

評
を
う
け
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
整
理

券
を
出
し
て
い
ま
す
の
で
、
区
長
又
は

公
民
館
長
に
持
た
づ
ね
下
さ
い
。

ま
た
、
書
画
展
党
会
に
は
、
日
本
画

（
山
水
）
の
巨
匠
西
野
耕
正
画
伯
を
は

じ
め
、
境
幹
（
洋
画
）
、
吉
野
照
男
（

洋
画
）
の
両
先
生
、
香
道
で
は
、
久
野

昇
二
郎
、
商
標
一
利
は
か
数
名
の
先
生

方
に
よ
る
出
品
及
び
、
版
画
の
東
海
道

五
十
一
二
次
（
関
野
画
伯
）
な
ど
、
約
二

〇
〇
点
を
計
画
い
た
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
是
非
ご
来
館
の
積
お
願
い
い
た
し

ます。な
お
、
出
品
物
に
つ
い
て
は
、
一
都

ご
発
望
に
よ
り
即
売
も
い
た
し
ま
す
か

ら
念
の
た
め
お
卸
せ
い
た
し
ま
す
。

福
岡
県
「
青
年
の
船
」
の
一
般
団
員
の
募
集
に
つ
い
て

県
内
の
背
年
を
乗
船
さ
せ
て
、
研
修

と
団
体
生
活
を
通
じ
て
心
身
を
鍛
練
し

訪
問
国
で
の
現
地
背
年
と
の
交
歓
会
、

現
地
視
察
等
を
行
い
国
際
的
鶴
野
を
広

め
さ
せ
中
堅
青
年
の
育
成
を
は
か
る
も

の
で
す
。

応
募
の
資
格

年
令
昭
和
5
0
年
4
月
1
日
現
在

満
約
才
以
上
2
6
才
未
満
昔
年
男
女

募
集
期
間

9
月
1
日
か
ら
9
月
5
0
日
ま
で

募
集
の
窓
口

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

希
望
さ
れ
る
方
は
く
わ
し
い
こ
と
や

申
込
書
な
ど
関
係
書
類
を
取
り
そ
ろ
へ

て
あ
り
ま
す
の
で
、
町
教
育
委
員
会
へ

お
越
し
下
さ
い
。
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事情の公表（上）
決算見込額の概況－

自転車は、あの角、この角、手前でストップ

税
金
は
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
た
か

決
算
は
行
政
の
足
あ
と
で
あ
り
、
町

財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
か
は

住
民
と
し
て
最
も
関
心
の
あ
る
と
こ
ろ

だ
と
思
い
ま
す
。

昭
和
四
十
九
年
度
の
決
算
に
お
い
て

は
、
確
定
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
見
込
額
と
し
て
概
数
が
で
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

I
一
般
会
計
の
状
況

昭
和
四
十
九
年
度
の
一
般
会
計
は
当

初
九
四
〇
、
一
二
五
一
千
円
で
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
後
補
助
率
楽
等
の
決
定
に

伴
う
補
正
に
よ
り
最
終
予
算
は
、
一
、

七
九
八
、
五
三
二
千
円
と
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
決
算
見
込
額
は
歳
入

二
六
七
一
、
〇
二
七
千
円
（
繰
越
賀

二
一
八
、
五
一
九
千
円
を
除
く
）
、

歳
出
一
、
四
六
七
、
三
一
六
千
円
、
歳

入
歳
出
差
引
残
額
二
〇
三
、
八
〇
一
千

円
、
翌
年
度
へ
繰
越
す
べ
き
財
源
八

九
、
〇
二
六
千
円
、
実
質
収
支
二

四
、
七
七
五
千
円
で
あ
り
ま
す
。

Ⅱ
　
収
入
の
状
況

歳
入
総
額
一
、
六
七
一
、
〇
二
七
千

円
で
、
前
年
度
対
比
一
九
一
・
五
％
の

増
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
経
済
の
一
般
的
煩
向
が
、

イ
ン
フ
レ
経
済
下
と
い
う
華
僑
も
あ
り

ま
し
た
が
、
特
に
譲
渡
所
得
に
よ
る
町

民
税
及
び
地
方
交
付
税
の
顕
著
な
伸
び

と
国
、
県
の
補
助
事
業
の
拡
大
に
伴
な

う
、
国
、
県
支
出
金
の
上
昇
が
大
き
な

要
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

収
入
の
状
況
は
別
表
S
の
と
お
り
で

す
が
、
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す

㈲
町
税
収
入
状
況三

六
二
、

①
町
民
税
　
二
〇
六
、

②
固
定
資
産
税

七九、

⑤
軽
自
動
車
税
　
三
、

④
た
ば
こ
消
費
税一六、

⑤
節
気
税
　
　
　
七
、

⑥
特
別
土
地
保
有
税

四九、

の
自
動
車
重
畳
親
卓
説七、

六
九
六
千
円

二
六
八
千
円

〇
一
七
千
円

七
六
九
千
円

六
二
二
千
円

四
四
一
千
円

五
七
九
千
円

四
四
三
千
円

㈲
娯
楽
施
設
利
用
税
交
付
金

二
〇
、
四
四
七
千
円

㈲
自
動
車
取
得
税
交
付
金

二
二
、
四
三
八
千
円

㈲
地
方
交
付
税

三
三
五
、
七
二
八
千
円

㈲
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金

一
、
〇
八
二
千
円

の
分
担
金
及
び
負
担
金

九
四
、
四
三
七
千
円

㈲
使
用
料
及
び
手
数
料
で
収
入
の
主
な

も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
町
営
住
宅
使
用
料
　
九
二
一
千
円

③
公
民
館
使
用
料
　
　
　
七
三
千
円

③
声
籍
手
数
料
一
、
一
一
九
千
円

㈲
国
の
支
出
金
で
収
入
の
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
児
童
保
護
指
笛
費
補
助
金

三
〇
、
三
二
四
千
円

⑨
児
童
手
当
補
助
金六

、
六
九
二
千
円

③
年
金
蒋
務
交
付
金二

、
二
ハ
七
千
円

④
老
人
医
棟
賀
補
助
金

〓
ハ
、
二
八
一
千
円

⑤
上
水
道
施
設
整
備
車
楽
補
助
金

一
〇
、
七
三
六
千
円

⑥
緊
急
就
労
対
策
車
業
補
助
金

一
〇
、
〇
四
四
千
円

⑦
産
炭
地
域
開
発
就
労
専
業
補
助
金

一
九
、
〇
五
四
千
円

⑪
特
定
地
域
開
発
就
労
専
業
補
助
金

一
四
、
一
〇
〇
千
円

⑨
防
衛
施
設
周
辺
道
路
整
備
事
業
補

助
金
　
　
　
九
二
、
七
六
一
千
円

⑲
公
営
住
宅
建
設
専
業
補
助
金

一
七
、
二
九
四
千
円

⑪
集
団
移
転
事
業
補
助
金

五
九
、
一
六
六
千
円

⑫
下
排
水
路
整
備
弾
薬
補
助
金

八
、
四
八
一
千
円

⑬
消
防
車
購
入
悪
業
補
助
金

二
、
七
〇
〇
千
円

⑭
社
会
教
育
施
設
（
公
民
館
）
専
業

補
助
金
　
　
五
三
、
二
ハ
七
千
円

⑬
住
宅
改
修
費
金
貸
付
軍
楽
補
助
金

一
、
〇
五
〇
千
円

0
0
県
支
出
金
で
収
入
の
主
な
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

①
県
民
税
徴
収
事
務
交
付
金

八
、
五
五
一
千
円

⑪
参
議
院
選
挙
事
務
補
助
金

一
、
〇
五
六
千
円

⑤
児
董
保
護
措
置
費
補
助
金

三
、
七
九
一
千
円

④
老
人
医
療
費
補
助
金

五
、
八
八
九
千
円

⑤
農
薬
委
員
会
補
助
金

一
、
二
一
四
千
円

⑤
土
地
改
良
率
業
補
助
金

四
、
八
五
六
千
円

⑦
農
機
具
魅
入
専
業
補
助
金

五
、
五
四
一
千
円

⑨
公
営
住
宅
建
設
専
業
補
助
金

三
、
五
五
〇
千
円

0
0
繰
入
金

①
中
央
公
民
館
建
設
基
金

一九、

⑤
土
地
開
発
基
金二五、

③
退
職
基
金
　
）
　
四
、

的
繰
越
金

㈹
諸
収
入
　
一
二
二
、

㈹
町
債

①
街
灯
殺
菌
専
業
債

八
〇
〇
千
円

一
七
三
千
円

一
〇
五
千
円

千
円

六
四
五
千
円

一
〇
〇
千
円

⑤
緊
急
就
労
対
策
事
業
債

五
、
四
〇
〇
千
円

①
産
炭
地
域
開
発
事
業
債

九
、
八
〇
〇
千
円

④
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
債

八
、
九
〇
〇
千
円

⑤
農
機
具
購
入
単
葉
債

二
、
八
〇
〇
千
円

⑥
防
衛
施
設
周
辺
通
路
整
備
事
業
債

二
三
、
四
〇
〇
千
円

⑦
公
営
住
宅
建
設
事
業
債

二
九
、
九
〇
〇
千
円

⑧
住
宅
改
修
資
金
貸
付
事
業
債

三
、
八
〇
〇
千
円

⑨
消
防
車
購
入
単
葉
儀

一
、
〇
〇
〇
千
円

⑲
下
排
水
路
整
備
事
業
債

四
、
二
〇
〇
千
円

⑭
防
火
水
槽
設
置
専
業
僚七

〇
〇
千
円

⑱
中
央
公
民
館
建
設
事
業
債

五
六
、
四
〇
〇
千
円
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遠賀町財政
一昭和49年度

（1）昭和49年度一般会計歳入状況表

（2）昭和他年度一般会計歳出状況表

規則正しい生活と親子の対話で非行防止

t
U
a
I
C
一
く
r
′
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
人
u
）
一
旬
烏
一
金
一
L
T
′
自
エ
し
四
　
一
二
二
l
一
「
口
．

S
人
件
費
　
　
二
四
五
、
七
六
一
千
円
　
　
③
そ
の
他
　
　
　
三
、
八
七
七
千
円

議
員
、
各
種
委
員
、
町
長
以
下
職
員
　
㈲
建
設
単
葉
費
の
主
な
も
の
は
次
の
と

の
報
酬
、
給
料
等
を
含
む
。

㈲
物
件
費
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

③
旅
費
　
　
一
一
、
二
五
四
千
円

②
舗
要
費

三
二
、
九
〇
八
千
円

お
り
。

①
上
水
道
整
備
郵
薬

一
七
、
八
九
四
千
円

Ⅲ
　
支
出
の
状
況

○
支
出
の
状
況
は
別
表
用
の
の
と
お
り

で
こ
れ
を
性
質
別
に
み
て
主
な
も
の
は

⑨
役
務
費七

、
九
四
一
千
円

④
備
品
購
入
費

一
一
、
一
六
五
千
円

の
扶
助
費

①
児
童
措
置
費

五
六
、
八
三
三
千
円

⑧
老
人
医
療
買

二
七
、
六
五
八
千
円

㈲
補
助
質
等

①
負
担
金

八
二
、
三
八
四
千
円

一
一
、
〇
六
六
千
円

⑧
農
機
具
魅
入
事
業八

、
四
三
四
千
円

④
土
地
取
得
事
業三

〇
、
〇
九
九
千
円

⑤
町
道
改
良
舗
装
工
寧

二
〇
、
三
一
八
千
円

⑥
防
衛
施
設
周
辺
道
路
整
備
事
業

九四、

⑦
集
団
移
転
事
業六〇、

⑧
下
排
水
路
整
備
悪
業

一二、

⑨
公
営
住
宅
建
設
事
業

五二、

⑩
消
防
車
購
入
事
業五、

七
七
八
千
円

八
九
〇
千
円

八
〇
六
千
円

一
〇
三
千
円

一
〇
〇
千
円

七
、
〇
二
二
千
円

⑬
社
会
教
育
施
設
建
設
寧
業
（
公
民

館
）
　
　
一
七
一
、
〇
九
八
千
円

㈲
失
業
対
策
事
業

①
緊
急
就
労
対
策
謡
業

二
一
、
八
一
二
千
円

③
産
炭
地
域
開
発
就
労
事
業

三
六
、
九
九
七
千
円

③
特
定
地
域
開
発
就
労
専
業

三一、

㈹
積
立
金

①
財
政
調
整
基
金
積
立

九〇、

②
退
職
準
備
基
金
積
立

五、

㈲
藷
支
出
金

①
普
通
財
産
取
得
費

三
八
七
千
円

〇
〇
〇
千
円

〇
〇
〇
千
円

二
二
、
三
七
二
千
円
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みんなの願い交通安全
秋の交通安全運動9月22日～10月1日

町村交通事故（こよる

年令副費復蕃敵
（田畑50単18－8刷）

とびだすな、あのみち、このみち、こうさてん

交
通
指
導
風
景

折
尾
警
察
看
貫
派
遣

広
波
を
ト
ッ
プ
に
今
古
賀
（
人
件
）
、

別
府
（
六
件
）
、
バ
イ
パ
ス
（
五
件
）

と
続
き
、
以
下
ほ
と
ん
ど
の
地
区
が
名

を
連
ね
て
い
ま
す
。
ま
た
事
故
は
、
自

動
車
ど
う
し
か
一
番
多
く
全
体
の
半
分

以
上
の
三
十
一
件
、
自
動
車
対
二
輪
車

が
人
件
、
転
落
な
ど
の
単
独
郵
政
が
六

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
歩
行
者
や
自
転

車
に
乗
っ
て
い
て
事
故
に
あ
っ
た
の
か

十
件
も
あ
り
、
安
心
し
て
道
も
歩
け
な

い
よ
う
な
状
態
で
す
。
事
故
の
内
容
は

追
突
と
出
合
か
し
ら
の
衝
突
で
五
十
八

件
中
三
十
三
件
を
し
め
、
中
に
は
悪
質

は
ひ
き
逃
げ
ま
で
逼
っ
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に

秋
の
交
通
安
全
運
動
が
、
九
月
二
十

二
日
か
ら
十
月
一
日
ま
で
、
十
日
間
、

全
国
一
せ
い
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

毎
回
の
こ
と
な
が
ら
、
最
近
の
交
通

謡
故
の
発
生
は
、
こ
の
よ
う
な
運
動
と

は
か
か
わ
り
な
く
、
郵
政
は
増
加
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
、
一
家

の
支
柱
を
失
っ
た
り
、
或
は
、
不
具
者

と
な
っ
て
、
経
済
的
、
柏
神
的
負
担
を

背
負
い
な
が
ら
一
生
を
送
ら
ね
ば
な
ら

な
い
不
幸
な
人
々
を
み
る
に
つ
け
交
通

郵
政
の
恐
ろ
し
さ
を
、
つ
く
づ
く
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
す
。

遠
賀
町
の
交
通
事
故
の
状
況

遠
賀
町
で
は
五
十
年
一
月
か
ら
八
月

ま
で
の
燭
に
五
十
八
件
の
交
通
事
故
が

発
生
し
、
百
七
人
（
死
者
二
人
、
重
傷

一
人
、
軽
傷
百
四
人
）
の
方
が
亡
く
な
っ

た
り
ケ
ガ
を
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

仰
∴
∴
m
一
∴
M
∴
∴
∴
的

場
一
膳
。
者
∴
故

交
通
安
全
の
た
め
に

こ
の
よ
う
に
遠
賀
町
で
も
多
く
の
交

通
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
追

突
や
出
合
か
し
ら
の
衝
突
は
ド
ラ
イ
バ

ー
が
注
悲
し
さ
え
ず
れ
ば
防
げ
る
郵
政

安
全
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。
さ
て
、
も

し
追
突
や
二
輪
車
で
転
倒
し
た
ら
…
…

そ
の
時
あ
な
た
の
身
体
を
守
る
の
か
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
で
す
。

顔
に
大
き
な
ケ
ガ
を
し
た
り
、
ム
ヂ
打

ち
症
に
な
っ
た
り
、
頭
の
骨
を
折
っ
た

り
す
る
の
を
防
い
で
く
れ
ま
す
。
あ
な

た
は
運
転
す
る
と
き
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
藷
け
て
い
ま
す
か
？

ま
た
、
今
回
の
運
動
の
特
徴
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
従
来
、
運
転
者
の
安
全

運
転
を
主
眼
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
が

こ
の
ほ
か
、
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者

の
頭
故
防
止
、
な
ど
巾
広
く
か
か
げ
、

す
べ
て
の
人
々
を
対
象
に
、
交
通
安
全

思
想
の
普
及
徹
底
と
正
し
い
交
通
規
則

の
実
践
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

遠
賀
町
剣
道
少
年
団

岡
垣
町
大
会
で
準
優
勝
〃
．

八
月
二
十
四
日
第
一
回
岡
垣
町
少
年

剣
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
町

の
剣
道
少
年
団
も
郡
内
各
町
、
中
間
市

と
と
も
に
参
加
し
、
小
学
任
の
部
で
見

事
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
現
在
町
公

民
館
で
週
二
回
け
い
こ
を
し
て
お
り
ま

す
。
町
民
の
皆
様
方
も
応
援
し
て
下
さ

ビ
ル
マ
地
域
戦
没
者

遺
骨
収
集
派
遣
員
と
な
っ
て

脊
　
吉
　
　
　
正

私
は
厚
生
省
主
催
第
二
次
ビ
ル
マ
地

域
戦
没
者
避
骨
収
集
の
た
め
、
元
歩
兵

百
十
四
迎
隊
（
原
隊
小
倉
、
ビ
ル
マ
派

遣
菊
八
九
〇
五
鄭
隊
）
よ
り
戦
友
代
表

と
し
て
派
通
貝
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

全
国
か
ら
戦
友
九
十
名
、
遺
族
三
十

名
、
昔
年
十
名
、
厚
生
省
職
員
数
名
の

編
成
で
す
。
十
一
月
に
富
士
山
麓
陸
上

自
衛
隊
で
集
合
訓
練
を
受
け
、
明
年
一

月
十
八
日
羽
田
を
出
発
し
、
二
月
十
七

日
ま
で
の
一
ケ
月
間
縛
在
収
集
に
参
加

し
ま
す
。
私
は
、
第
一
班
（
戦
友
八
、

避
族
三
名
で
梯
成
）
で
百
十
四
連
隊
破

大
の
激
戦
地
で
最
も
多
数
の
戦
友
を
亡

し
た
北
ビ
ル
マ
の
ミ
ー
ト
キ
ナ
、
モ
ガ

ウ
ン
地
区
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
特
に
ミ
ー
ト
キ
ナ
は
昭
和
十
九

年
五
月
よ
り
言
語
に
絶
す
る
激
戦
八
十

余
日
、
三
千
数
百
名
の
郷
土
出
身
の
戦

友
を
亡
し
、
全
員
玉
砕
の
面
前
数
え
る

程
の
生
存
者
と
決
死
で
深
夜
の
イ
ラ
ワ

ジ
河
を
渡
河
し
九
死
に
一
生
を
得
ま
し

た
。
本
町
の
ビ
ル
マ
地
域
戦
没
者
四
十

八
名
中
ミ
ー
ト
キ
ナ
で
実
に
十
四
名
の

戦
友
を
な
く
し
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
私
と
同
部
隊
の
「
菊
八
九
〇
五
」

で
し
た
。

私
は
本
年
よ
り
町
敬
老
会
に
お
招
き

い
た
だ
い
て
老
塊
に
入
り
ま
し
た
が
、

幸
い
体
力
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
現

地
で
は
派
遇
貝
と
し
て
一
体
で
も
多
く

遺
骨
を
収
集
し
、
そ
の
大
任
を
果
し
た
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手をかそう、ぢっぢゃな子どもと、お年寄り

一
‥
価
‥
旧

旧
停
公
民
館
チ
ー
ム

▼
▼
遠
賀
町
盆
踊
り
大
会
▲
▲

恒
例
の
盆
踊
り
大
会
は
、
遠
賀
町
商

工
会
主
催
の
も
と
に
、
八
月
十
七
日
午

後
七
時
か
ら
役
場
前
広
場
で
、
前
年
度

一
位
の
鬼
津
公
民
館
チ
ー
ム
ほ
か
八
チ

ー
ム
　
（
五
〇
〇
名
）
が
参
加
し
、
盛
大

に
盆
踊
り
大
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た

一
位
（
三
原
賞
）
　
　
旧
停
チ
ー
ム

二
位
（
町
長
貨
）
　
　
広
波
チ
ー
ム

三
位
（
商
工
会
長
賞
）
新
町
チ
ー
ム

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
行
な
わ
れ
た

賞
品
の
抽
選
で
は
、
三
輪
車
や
お
酒
等

の
た
く
さ
ん
の
賞
品
が
大
会
参
加
者
や

見
物
の
人
に
当
り
、
会
場
は
枝
お
そ
く

ま
で
タ
イ
コ
の
ひ
び
さ
と
人
の
ざ
わ
め

き
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

一
種
サ
ー
a
e
t
M
寄
ノ
B
L
　
止
“
一
ノ
く
つ
／
　
／
．

西
日
本
新
聞
社
野
菜
団
と
老
人
ホ
ー

ム
協
賛
に
よ
る
初
の
企
画
と
し
て
、
十

月
中
旬
に
福
岡
市
で
開
催
さ
れ
る
楯
岡

県
下
の
老
人
ホ
ー
ム
の
演
芸
交
換
大
会

に
遠
視
鞄
光
園
の
出
場
が
決
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
去
る
六
月
に
行
な
わ
れ
た

筑
豊
大
会
で
遠
賀
静
光
園
が
演
じ
た
「

い
も
か
ら
ぼ
く
と
」
が
、
出
場
四
十
種

目
の
中
か
ら
優
秀
演
芸
と
し
て
選
ば
れ

た
た
め
で
す
。
こ
の
「
い
も
か
ら
ぼ
く

と
」
は
男
三
人
、
女
四
人
で
演
ず
る
も

の
で
、
県
大
会
で
の
熱
演
が
今
か
ら
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
登
録
者
（
定
時
登

録
）
の
書
面
を
縦
覧
に
供
し
ま
す

毎
年
九
月
一
日
を
基
準
日
と
し
て
永

久
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
定
時
登

録
者
の
野
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供

し
ま
す
。

縦
覧
期
間
　
九
月
十
一
日
か
ら
十
五
日

ま
で

場
　
　
所
　
遠
賀
町
役
場

な
お
今
回
登
録
さ
れ
る
人
は
、
昭
和

四
十
九
年
九
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
年

九
月
一
日
ま
で
の
間
に
瀾
二
十
才
以
上

の
者
お
よ
び
転
入
者
で
胴
和
五
十
年
九

月
一
日
現
在
で
引
続
き
三
カ
月
以
上
本

町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
人
が
今
回
の
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

共
同
募
金
で
ゆ
た
か
な

社
会
づ
く
り
を
〃
‥

「
赤
い
羽
根
」
で
み
な
さ
ん
に
親
し

ま
れ
て
い
る
共
同
募
金
運
動
が
、
こ
と

し
も
十
月
一
口
か
ら
始
ま
り
、
十
二
月

の
歳
末
助
け
合
い
運
動
と
合
せ
て
、
暮

れ
の
三
十
一
日
ま
で
続
け
ら
れ
ま
す
。

誰
も
か
し
あ
わ
せ
で
あ
り
た
い
、
し
か

し
世
の
中
に
は
自
分
の
カ
だ
け
で
は
ど

う
に
も
そ
れ
を
果
せ
な
い
人
々
も
多
く

残
さ
れ
て
い
ろ
で
し
ょ
う
。

恵
ま
れ
な
い
現
魂
に
あ
る
子
供
た
ち

か
ら
だ
の
不
自
由
な
人
た
ち
、
独
り
蒸

し
の
お
年
寄
り
等
に
す
こ
し
で
も
多
く

の
お
も
い
や
り
を
届
け
よ
う
。
そ
し
て

又
、
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
社
会
を
血

の
通
っ
た
あ
た
た
か
い
艶
か
な
環
魂
に

作
り
あ
げ
よ
う
。
こ
れ
が
共
同
募
金
の

た
す
け
あ
い
の
心
で
す
。

．
赤
い
羽
根
〟
を
通
じ
て
寄
せ
ら
れ
た

寄
付
金
は
県
下
約
一
千
カ
所
の
福
祉
施

設
や
福
祉
団
校
区
社
偽
筆
に
配
分
さ
れ

、
そ
れ
ぞ
れ
お
役
に
立
っ
て
感
謝
さ
れ

て
い
ま
す
。

た
す
け
あ
い
の
心
の
波
紋
を
大
き
く

ひ
ろ
げ
て
行
く
た
め
に
皆
さ
ま
の
温

か
い
こ
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。

一
般
家
庭
で
の
消
防
法
規

1
、
火
災
と
ま
ざ
ら
わ
し
い
塵
又
は
火

炎
を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を

し
ょ
う
と
す
る
と
き
は
、
寧
前
に
消

防
署
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

（
パ
ル
サ
ン
等
を
た
く
場
合
は
、
隣

近
所
に
連
絡
し
張
紙
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
）

2
、
火
災
欝
報
発
令
中
は
次
の
こ
と
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
山
林
・
原
野
等
に
お
い
て
の
火
入

れ
▽
塵
外
に
お
い
て
の
火
遊
び
や
た
き

火

3
、
灯
油
や
軽
油
の
貯
蔵
に
つ
い
て

（
一
〇
〇
′
・
－
′
五
〇
〇
l
）

▽
屋
外
で
は
周
囲
に
一
メ
ー
ト
ル
以

上
の
空
地
が
必
要
で
す

▽
屋
内
で
は
、
壁
・
柱
・
床
・
天
井

等
を
不
燃
材
料
で
造
ら
ね
は
な
り

4
、
火
災
を
発
見
し
た
場
合
又
は
火
災

を
起
し
た
場
合
は
次
の
軍
が
必
要
で

す。▽
で
き
る
だ
け
早
く
消
防
署
へ
通
報

し
ま
し
ょ
う
。

▽
消
防
隊
が
く
る
ま
で
消
火
・
延
焼

脆
止
・
人
命
救
助
を
行
な
い
ま
し

よ
、
つ
0

5
、
プ
ロ
パ
ン
カ
ス
ボ
ン
ベ
に
つ
い
て

▽
遮
光
な
し
ま
し
ょ
う
。

▽
転
倒
も
し
く
は
衝
哩
を
防
止
す
る

た
め
の
措
置
を
し
ま
し
ょ
う
。

6
、
給
湯
・
揚
沸
設
備
に
つ
い
て

▽
天
井
・
上
方
の
た
な
等
の
可
燃
性

の
部
分
か
ら
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
以
上
の
間
隔
を
保
ち
ま
し
ょ
う

▽
壁
・
柱
等
の
可
燃
性
部
分
か
ら
十

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
間
隔

を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

管
内
火
災
救
急
発
生
状
況

（
5
0
・
1
・
1
～
5
0
・
7
3
1
ま
で

（
　
）
内
は
7
月
分
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胃
ガ
ン
予
防
検
診

の
実
施
に
つ
い
て

毎
年
実
施
致
し
て
い
ま
す
閣
ガ
ン
予

防
検
診
を
今
年
も
左
記
に
よ
り
実
施
致

し
ま
す
の
で
希
望
者
は
申
し
込
ん
で
下

さ
い
。
尚
、
検
診
は
先
着
一
〇
〇
名
ま

で
で
す
。

諒

実
施
日
　
十
月
十
五
日
（
水
）

九
時
三
十
分
～
十
二
時
ま

で

場
　
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
前
広

場
（
新
築
中
）

料
　
金
　
二
〇
〇
〇
円
（
内
一
〇
〇

〇
田
町
補
助
）

申
し
込
み
先
　
役
規
衛
生
係
窓
口

料
金
一
〇
〇
〇
円
を
添
え

て
申
し
込
む
車
。

申
し
込
み
期
日
　
九
月
二
十
日
～
十

日
〇
五
∃
幸
二
で
。

昭
和
5
0
年
度
　
慶
業
生
活
改
良

普
及
員
資
格
試
験
の
お
知
ら
せ

左
記
の
と
お
り
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す

の
で
希
望
者
は
受
験
さ
れ
ま
す
よ
う
お

知
ら
せ
致
し
ま
す
。記

一
、
試
験
日
時
及
び
場
所

（日時）昭
和
5
0
年
1
0
月
2
8
、
2
9
、
0
0
白
の
3

日
間
毎
日
午
前
9
時
か
ら

（場所）
福
岡
県
筑
紫
野
市
上
古
賀
2
3
2
番
地

福
岡
県
立
農
業
静
習
所

二
、
試
験
区
分

0
農
業
改
良
普
及
員

⇔
生
活
改
良
普
及
員

三
、
試
験

筆
記
試
験
、
実
地
試
験
及
び
口
述
試

験
と
し
、
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

（
実
地
試
験
）

農
業
の
改
善
に
関
す
る
教
示
及
び

実
地
展
示
を
行
う
為
に
必
要
な
科

学
技
術
及
び
知
識
に
つ
い
て
行
う

（
口
述
試
験
）

社
会
常
識
そ
の
他
改
良
普
及
員
と

し
て
必
要
な
能
力
に
つ
い
て
行
う

（
筆
記
試
験
）

必
須
項
目
及
び
選
択
項
目
に
つ
い

て
行
う
。

◎
詳
細
な
諒
に
つ
き
ま
し
て
は
、
役

心
配
ご
と
相
談
員
が

お
ま
ち
し
て
い
ま
す

あ
る
時
期
に
は
誰
に
も
心
配
ご
と
や
、

悩
み
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
誰
に
も
言
え
な
い
よ
う
な
心
配

ご
と
は
、
本
当
に
苦
し
い
こ
と
で
す
。

あ
な
た
は
、
い
ま
、
一
人
で
心
配
ご
と

や
悩
み
ご
と
で
苦
し
ん
で
は
い
ま
せ
ん

か
？
、
子
供
の
こ
と
、
家
族
で
の
も
め

ご
と
、
夫
婦
間
の
問
題
、
と
な
り
近
所

の
こ
と
な
ど
、
他
人
に
言
え
な
い
よ
う

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
、
そ
の
他

健
康
、
す
ま
い
、
結
婚
、
教
育
な
ど
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

毎
月
鮪
日
に
は
相
談
員
が
お
ま
ち
し
て

い
ま
す
。

あ
な
た
の
悩
み
や
心
配
ご
と
は
、
絶

対
に
秘
密
で
外
部
に
も
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

親
身
に
な
っ
て
お
き
さ
し
ま
す
。

賛
用
は
い
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

そ
し
て
出
来
る
だ
け
早
く
、
明
る
い
毎

日
を
お
す
ご
し
下
さ
い
。

相
談
日
は
次
の
と
お
り
。

毎
月
二
十
三
日
午
後
一
時
よ
り
午
後

四
時
ま
で
。

相
談
場
所
　
町
公
民
館
　
　
（
旧
役

場横）

但
し
当
日
が
日
岡
、
祭
日
、
土
曜
日
の

場
合
は
次
週
の
月
曜
日

乳
児
一
斉
検
診
の

実
施
に
　
つ
　
い
て

実
施
月
日
　
九
月
二
十
二
日
（
月
）

受
付
時
間
一
時
三
〇
分
～
二
時

検
診
時
間
　
二
時
～
三
時

検
診
内
容
　
内
科
診
察

身
長
及
体
重
測
定

そ
の
他
　
離
乳
食
及
び
栄
餐
指
導

健
康
相
談

※
毎
月
第
3
月
曜
日
の
乳
児
相
談
を

9
月
は
中
止
い
た
し
ま
す
。

香
典
返
し
の
お
礼

次
の
方
々
か
ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

計
量
器
定
期
検
査

に
つ
い
て

計
量
法
は
、
「
計
都
の
韮
轡
を
定

め
、
適
正
な
計
壷
の
実
施
を
確
保
し
、

も
っ
て
経
済
の
発
展
及
び
文
化
の
向
上

に
寄
与
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い

ます。計
並
が
安
全
且
つ
適
正
に
行
な
わ
れ

取
引
の
公
正
を
期
す
る
上
使
用
中
の
計

重
器
の
構
造
及
び
糖
度
が
一
定
の
水
準

以
上
に
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
い
、

そ
の
た
め
必
要
最
小
限
の
計
丑
器
に
限

り
、
一
定
期
間
毎
の
検
査
を
実
施
し
て

－
卜
”
つ
も
〔
纂
輸
．
P
－
昨
会
い
」
，
．
b
V
4
着
貫
け
　
’
一
重
「
ロ
へ
ノ

と
お
り
定
期
検
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
の

で
必
ず
も
れ
の
な
い
よ
う
受
検
く
だ
さ

謹

白
　
時
　
昭
和
五
十
年
十
月
二
日

十
時
か
ら
十
六
時
遙

場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
（
旧
館
）

対
象
に
な
る
計
量
器
　
（
商
店
、
医

院
、
病
院
用
等
）

手
動
は
か
り
、
指
示
は
か
り
、

自
動
は
か
り
、
分
銅
及
び
お
も

hノ、

尚
、
受
検
の
折
印
か
ん
及
び
手
数
料

（
拾
円
か
ら
二
百
四
給
田
）
を
持
参

ノ
r
－
′
、
ノ
」
と
　
ヽ
○

誼

故
　
林
　
敏
夫
殿

（尾　崎）

故
　
松
尾
六
郎
頗

（今古賀）

故
　
新
治
ス
ナ
エ
殿

（別　府）

林
　
佑
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残
暑
卸
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

八
月
の
区
長
会
で
各
区
長
さ
ん
か
ら
広

報
に
対
す
る
多
く
の
御
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
私
共
広
報
編
集
部
で
は
よ
り

よ
い
広
報
に
す
る
た
め
皆
様
の
御
憩
兄

等
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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